
 

 

令和６年度 

第１回鹿児島県立垂水高等学校振興対策協議会総会 

 

 

会  次  第 

 

      １  開  会 

 

      ２  会長あいさつ 

 

   ３ 垂水高等学校長あいさつ（垂水高校の状況等について） 

 

４ 新会員紹介 

 

      ５  協  議 

 (1) 令和５年度事業報告並びに令和５年度収支決算について 

(2) 会計監査報告 

(3) 令和６年度事業計画(案)並びに令和６年度収支予算(案)について 

(4) そ の 他 

ア 垂水高校への補助金について 

イ 入学者確保に向けての取り組み等について 

ウ そ の 他 

 

      ６ 閉  会 

 

 

日 時：令和６年７月29日（月）午後２時～ 

場 所：垂水市市民館 大会議室 
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令和６年度鹿児島県立垂水高等学校振興対策協議会会員名簿 

 

会員番号 団体長名又は団体名 氏      名 役職（案） 

１ 垂水市長 尾 脇  雅 弥 会 長 

２ 県議会議員（鹿屋市・垂水市区選出） 角   野    毅  

３ 市議会総務文教委員長 池  山  節  夫 副会長 

４ 市教育委員 田  原  正  人  

５ 市教育長 坂  元  裕  人 副会長 

６ 市教育委員会学校教育課長  川  﨑  史  明  

７ 
市教育委員会学校教育課 

指導主事（進路指導担当） 
今   村    圭  

⑧ 市企画政策課長 堀   留    豊   

⑨ 垂水中央中学校ＰＴＡ会長 野  間  洋  昭  

⑩ 垂水高校ＰＴＡ会長 海  元  和  美  

11 垂水高校同窓会会長 堀 内 貴 志  

⑫ 市小学校校長代表 北  川  政  人 監 事 

⑬ 垂水中央中学校校長 永  田  真  一 監 事 

14 市文化協会会長 西  尾  佐 代 子  

⑮ 市振興会連絡協議会会長 小  畑  芳  秋  

16 市地区公民館連絡協議会会長 谷 口 敏 徳  

17 市商工会会長 川  井  田    守  

18 垂水高校校長 鎌  田  政  司  

注：番号を○で囲んだ方は新会員です。 

 

事務局 市教育委員会教育総務課 草  野  浩  一 
書記・会

計 
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令和

５ 年 ７ 月 21 日 ・ 垂水高校支援計画について

・ 令和４年度事業報告並びに令和４年度収支決算に

ついて

・ 会計監査報告

・ 令和５年度事業計画（案）並びに令和５年度収支

予算（案）について

・ その他

垂水高校支援対策に関する周知活動実績報告

令和

５ 年 11 月 21 日 ・ 補助金の執行状況について

・ 制服等購入補助金の見直しについて

・ 進路状況について

・ 新入生確保に向けての取り組みについて

・ その他

・ 垂水高校振興対策支援事業の周知活動

・

・

垂水高校振興対策補助金周知チラシ作成

中学校（17校）への広報活動　　ほか

あしなが100人委員会について

創立100周年記念事業について　　ほか

そ の 他

垂水市市民館
大会議室

第 ２ 回　総会

垂水高校への補助金について
（令和５年度実績及び令和６年度見込み）

令和５年度　事業報告書

事業経過

実　施　年　月　日 事　業　名 事　　業　　内　　容

垂水市市民館
大ホール

第 １ 回　総会

入学者確保に向けての取り組みについて

垂水高校の現状について　　ほか
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当初予算額 補正予算額 計

8,514 0 8,514 8,514 0 令和４年度繰越金

20,000 0 20,000 20,000 0 垂水市補助金

0 0 0 0 0 利息

28,514 0 28,514 28,514 0

当初予算額 流用額 計

28,000 0 28,000 18,365 9,635

謝 金 9,000 0 9,000 6,500 2,500 　出会謝金500円

旅 費 8,000 0 8,000 5,540 2,460

需 用 費 9,000 0 9,000 6,325 2,675

役 務 費 2,000 0 2,000 0 2,000

514 0 514 0 514

28,514 0 28,514 18,365 10,149

収入合計 － 支出合計 ＝ 差引残額

28,514円 － 18,365円 ＝ 10,149円

令和５年度  鹿児島県立垂水高等学校振興対策協議会会計 収支決算書

事 務 局 費

合　　　　　計

雑 収 入

備　　　　考科 目 決算額

備　　　　考

合　　　　　計

予 備 費

科 目

１　収入の部

２　支出の部

予 算 額
決算額

差額

繰 越 金

市 補 助 金

予 算 額

不用額
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実施月

〇

〇 三者協議（垂水高校・垂水中央中学校・垂水市教育委員会）

○

○

11月 ○

その他

・中央中校長赴任に伴い、垂水高校振興、連携事業等について

・学習塾等への支援等の周知活動

　・振興支援策の検討

　・各種団体の活動状況等

　・振興支援策の検証

　　補助金の執行状況（中間報告）

・事業計画、予算の協議

・垂水高校の状況等について

令和６年度　事業計画書（案） 

事業名・事業内容

垂水高校振興対策に関する周知活動

第１回　垂水高等学校振興対策協議会　総会

・近隣中学校への支援策等の周知活動の実施

・臨時の協議会の開催

垂水高校との協議

・令和５年度実績と令和６年度の活動計画等について

５月

７月

・創立100周年事業について

・事業、決算の報告

第２回　垂水高等学校振興対策協議会　総会　

　　小･中･高の連携状況（中間報告）
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１　収入の部

20,000 20,000 0

30,149 28,514 1,635

30,000 28,000 2,000

謝 金 10,000 9,000 1,000

旅 費 8,000 7,000 1,000

需 用 費 10,000 10,000 0

役 務 費 2,000 2,000 0

149 514 △ 365

30,149 28,514 1,635

令和６年度　収支予算書（案）

（単位：円）

科　　　目 本 年 度 前 年 度 比　較 備　　　　　　　考

繰 越 金 10,149 8,514 1,635

市 補 助 金

雑 収 入 0 0 0 　預金利子等

計

２　支出の部 （単位：円）

科　　　目 本 年 度 前 年 度 比　較 備　　　　　　　考

事 務 局 費

　出会謝金　＠500円

　消耗品費等（用紙等）

　開催通知等送付用切手

予 備 費

計
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1  検定試験等費等補助金 1,273,300 円
漢字能力検定 15 人 検定試験　　　　　　 　796,410円

実用英語検定 27 人 基礎力診断テスト等　475,890円

ビジネス文書・計算実務検定 175 人

家庭科技術検定（調理・被服） 125 人

2  部活動等活性化補助金 1,575,454 円
陸上部 11,913 円

野球部 17,330 円

茶道部 115,340 円

卓球部 97,194 円

バスケットボール部 83,370 円

弓道部 733,830 円

家庭クラブ 85,655 円

書道部 129,732 円

総合的な探求 301,090 円

3  広報支援補助金 1,871,199 円

広報誌タルタマ22号・23号 617,826 円

体験入学、学校説明会材料代 34,293 円

学校案内作成費 253,550 円

国体ユニフォーム等 762,110 円

懸垂幕・横断幕 171,701 円

消耗品等 31,719 円

4  通学費補助金 3,304,700 円
1年生     19人 1,620,720 円 ※振込手数料4,568円

2年生   　10人 790,673 円

3年生       ８人 649,079 円

スクールタクシー
（桜島廃止路線バス代替分）
※１年生1人　２年生２人）

239,660 円

5  通信講座受講料補助金（東進スクール） 204,380 円
1年生　　　　　　27人 148,500 円

2年生　　　　　　10人 55,000 円

3年生　　　　　　 0人 0 円 振込手数料880円

合計　　　 　　　37人 203,500 円

6  家賃補助金 0 円
対象者なし 0 円

7  制服等購入費補助金 894,950 円
　15人 894,950 円

合　　　計 9,123,983 円

※受講料１名当たり
5,500円（税込）内

訳

内
訳

令和５年度　垂水高等学校への補助実績

内
訳

実用数学検定29・秘書技能検定27・情報処理検定21・
色彩検定4・商業経済検定24・基礎力診断テスト等187

内
訳

内
訳
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１　

２　

３　

４　

５　

６　

７　

合計

※下段（　）は、前年度当初予算額 （10,000千円）

垂水高校に入学した生徒に対し、指定した制服等の購入費
用補助
※昨年度までは、垂水中央中卒業生のみが対象）

（900千円）

○垂水高校振興支援計画書

Ⅰ学校のイメージアップ、Ⅲ未来を担う人材づくり

Ⅳ垂水市の地域振興

制服等購入補助金 1,560 千円

10,000 千円

市外から垂水高校へ入学し、市内のアパートや下宿部屋等
を借りている生徒への家賃補助

（0千円）

○垂水高校振興支援計画書

Ⅰ学校のイメージアップ、Ⅲ未来を担う人材づくり

Ⅳ垂水市の地域振興

※吉野東中からの入学生あり

家賃補助金 240 千円

生徒の財政的負担の軽減を図るため通学費を補助する。 （4,757千円）

○垂水高校振興支援計画書

Ⅰ学校のイメージアップ、Ⅳ垂水市の地域振興

259 千円
インターネット回線を利用した東進ハイスクールの通信講
座の受講料を補助する。

（245千円）

○垂水高校振興支援計画書

Ⅰ学校のイメージアップ、Ⅲ未来を担う人材づくり

通信講座受講料補助金（東進スクール）

○垂水高校振興支援計画書

Ⅰ学校のイメージアップ、Ⅲ未来を担う人材づくり

広報支援補助金 1,049 千円
学校案内配布や垂高だよりの作成、また、フリーマガジン
等の作成費用を補助する。

（696千円）

○垂水高校振興支援計画書

Ⅰ学校のイメージアップ、Ⅲ未来を担う人材づくり

Ⅳ垂水市の地域振興

通学費補助金 4,042 千円

令和6年度　垂水高等学校への補助金

検定試験等費等補助金 1,285 千円

○垂水高校振興支援計画書

Ⅰ学校のイメージアップ、Ⅲ未来を担う人材づくり

垂水高校生徒が受験する各種検定試験及び進研模試等の費
用を補助する。

（1,451千円）

部活動を活性化させることにより垂水高校のイメージアッ
プを図るため、活動費を補助する。

（1,951千円）

部活動等活性化補助金 1,565 千円
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模
試

受
検

者
1
4
0
名

（
見

込
み

）

対
前

年
比

11
9%

1
06

%
1
23

%
11

2%
10

0%
10

4%
99

%
10

1%
84

%
8
5
%

1
2
1
%

1
0
1
%

2,
58

0,
48

1円
4,

86
4,

6
20

円
5,

2
08

,2
72

円
6,

59
6,

14
1円

6,
33

5,
82

4円
6,

01
9,

64
0円

5,
01

7,
55

7円
4,

90
9,

81
5円

3,
39

2,
89

5円
3,

14
3
,2

7
4
円

3
,3

0
4
,7

0
0
円

4
,0

4
1
,7

9
1
円

32
名

52
名

6
1名

76
名

7
9
名

7
5
名

7
１

名
6
2
名

４
３

名
３

６
名

３
７

名
３

７
名

対
前

年
比

-
1
89

%
1
07

%
12

7%
96

%
95

%
83

%
98

%
69

%
9
3
%

1
0
5
%

1
2
2
%

13
0,

46
4円

15
7,

46
4円

14
6,

66
4円

77
,4

54
円

16
4,

44
0円

22
,6

60
円

39
,3

80
円

33
,8

8
0
円

2
0
4
,3

8
0
円

2
5
9
,3

8
0
円

６
講

座
・2

4人
29

人
1年

12
人

2年
10

人
3年

5人

1年
5人

2年
5人

3年
3人

1年
10

人
2年

17
人

3年
 0

人

1年
1人

2年
1人

3年
２

人

1年
5人

2年
1人

3年
1人

1
年

２
人

2
年

４
人

3
年

０
人

1
年

２
７

人
2
年

１
０

人
3
年

  
０

人

1
年

２
６

人
2
年

  
９

人
3
年

１
２

人

対
前

年
比

-
12

1%
93

%
53

%
21

2%
14

%
17

4%
8
6
%

6
0
3
%

1
2
7
%

18
0,

00
0円

24
0,

00
0円

24
0,

00
0円

0円
0円

0円
0
円

0
円

2
4
0
,0

0
0
円

１
人

　
7月

～
２

年
１

人
３

年
１

人
0円

0円
0円

0
円

1
名

(吉
野

東
中

卒
業

生
）

対
前

年
比

-
-

-
-

-
-

13
3%

10
0%

-
-

-
-

0
%

皆
増

93
4
,1

5
0
円

8
9
4
,9

5
0
円

1
,5

6
0
,0

0
0
円

１
６

人
上

限
6
0
,0

0
0

6
0
,0

0
0
円

×
1
5
人

6
0
,0

0
0
円

×
2
6
人

対
前

年
比

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

9
6
%

1
7
4
%

合
　

計
9
0
,0

0
0
円

1
,6

2
3
,0

0
0
円

4
,7

4
2
,0

8
1
円

7
,0

9
1
,4

3
0
円

7
,9

0
1
,5

3
6
円

9
,8

2
0
,1

5
5
円

9
,4

8
6
,0

0
9
円

8
,5

9
9
,2

5
6
円

7
,7

7
2
,4

4
1
円

8
,4

2
9
,6

4
9
円

6
,6

3
8
,4

6
3
円

7
,4

4
6
,6

5
1
円

9
,1

2
3
,9

8
3
円

1
0
,0

0
0
,0

0
0
円

令
和

３
年

度
令

和
４

年
度

令
和

５
年

度
令

和
６

年
度

（
予

算
）

垂
水

高
等

学
校

支
援

補
助

金
の

推
移

制
服

等
購

入
補

助
金

部
活

動
活

性
化

補
助

金

通
学

費
補

助
金

通
学

定
期

実
費

の
2
/
3
を

補
助

（
８

月
を

除
く

）

通
信

講
座

受
講

料
補

助
金

東
進

ハ
イ

ス
ク

ー
ル

通
信

講
座

を
受

講
す

る
生

徒
に

対
し

、
受

講
料

実
額

及
び

合
宿

に
係

る
経

費
の

全
額

を
支

給

家
賃

補
助

金
垂

水
市

内
に

一
人

で
賃

貸
住

宅
等

に
居

住
す

る
生

徒
に

対
し

、
家

賃
全

額
支

給 （
一

月
２

万
円

限
度

）

垂
水

中
央

中
学

校
出

身
生

徒
に

対
し

、
指

定
制

服
等

の
購

入
費

用
実

額
（
６

万
円

上
限

）

外
部

指
導

者
指

導
料

 他

検
定

試
験

等
補

助
金

検
定

試
験

及
び

進
学

模
試

等
の

補
助

（
同

一
種

類
、

同
一

級
に

対
し

1
回

の
み

全
額

補
助

）

看
板

、
校

内
印

刷
費

等

広
報

支
援

補
助

金
学

校
案

内
フ

リ
ー

マ
ガ

ジ
ン

作
成

費
等

備
考

平
成

２
３

年
度

平
成

２
４

年
度

平
成

２
５

年
度

平
成

２
６

年
度

平
成

30
年

度
平

成
29

年
度

平
成

２
７

年
度

平
成

２
８

年
度

令
和

２
年

度
令

和
元

年
度
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【
R

0
6
年

度
 垂

水
高

校
支

援
対

策
に

関
す

る
周

知
活

動
】

普
通

科
生

活
デ

ザ

イ
ン

科
計

R
0
6
入

学
者

1
垂

水
中

央
中

学
校

1
7

2
6

4
3

普
通

5

生
活

9
2
7
7

9
7

3
0
0

全
校

生
徒

分
配

布

2
花

岡
学

園

0
9
9
4
-4

6
-3

1
4
1

6
2

8
普

通
1

生
活

0
1
0
1

3
2

7
月

3
日

5
0

校
長

,教
頭

　
　

　
課

長
、

課
長

補
佐

兼
係

長

十
分

通
学

圏
内

で
あ

る
と

考
え

て
い

る
。

現
在

、
第

１
希

望
で

普
通

科
　

男
子

1
人

女
子

1
人

　
生

活
デ

ザ
イ

ン
女

子
2
人

お
り

、

第
2
希

望
、

第
3
希

望
そ

れ
ぞ

れ
普

通
科

1
名

ず
つ

い
る

。

3
第

一
鹿

屋
中

学
校

0
9
9
4
-4

3
-2

9
2
0

0
7

7
普

通
0

生
活

3
6
2
0

2
1
5

7
月

3
日

2
3
0

校
長

　
　

課
長

、
課

長
補

佐
兼

係
長

十
分

通
学

圏
内

で
あ

る
と

考
え

て
い

る
。

こ
れ

か
ら

希
望

調
査

を
行

う
。

卒
業

生
の

活
動

も
伝

え
、

引
き

続
き

協
力

を
お

願
い

し
た

。

4
鹿

屋
中

学
校

0
9
9
4
-4

3
-7

0
6
8

1
1

2
普

通
1

生
活

0
3
5
0

1
1
1

7
月

3
日

1
3
0

校
長

,教
頭

　
　

　
課

長
、

課
長

補
佐

兼
係

長

こ
れ

か
ら

希
望

調
査

を
行

う
。

市
を

挙
げ

て
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

を
行

い
、

生
徒

が
成

果
を

あ
げ

て
お

り
素

晴
ら

し

5
鹿

屋
東

中
学

校

0
9
9
4
-4

4
-8

5
4
1

2
2

4
普

通
2

生
活

2
9
7
7

3
2
6

7
月

3
日

3
4
0

校
長

,教
頭

(2
)　

　
課

長
、

課
長

補
佐

兼
係

長

毎
年

市
の

市
の

職
員

が
P

R
に

来
て

く
れ

て
お

り
、

市
を

挙
げ

て
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

が

珍
し

い
。

高
校

と
し

て
も

成
果

を
出

し
て

い
る

よ
う

で
良

い
。

6
田

崎
中

学
校

0
9
9
4
-4

2
-2

3
9
1

0
0

0
3
1
2

1
0
5

7
月

3
日

1
2
0

校
長

,教
頭

　
　

　
課

長
、

課
長

補
佐

兼
係

長

希
望

高
校

は
集

計
中

と
の

事
。

市
を

あ
げ

て
垂

高
振

興
に

取
り

組
ん

で
い

る
事

は
素

晴
ら

し
い

。

校
長

と
し

て
は

薦
め

た
い

と
の

事

7
大

姶
良

中
学

校

0
9
9
4
-4

8
-3

1
2
5

1
2

3
1
8
0

5
8

7
月

3
日

8
0

校
長

　
　

課
長

、
課

長
補

佐
兼

係
長

希
望

高
校

は
集

計
中

と
の

事
。

昨
年

度
は

鹿
屋

工
業

を
希

望
す

る
生

徒
が

多
か

っ
た

と
の

事
だ

っ
た

が
、

在
校

生
も

い
る

の
で

、
通

学
圏

内
で

あ
る

事
を

説
明

し
た

。

8
吾

平
中

学
校

0
9
9
4
-5

8
-7

1
2
6

0
0

0
2
0
3

7
4

7
月

3
日

9
0

校
長

、
教

頭
　

　
課

長
、

課
長

補
佐

兼
係

長

希
望

高
校

は
集

計
中

と
の

事
。

年
度

に
よ

っ
て

希
望

校
の

バ
ラ

つ
き

が
あ

る
。

バ
ス

の
乗

り
継

ぎ
が

課
題

と
の

事
だ

っ
た

が
、

以
前

、
通

学
し

て
い

た
生

徒
も

い
る

の
で

、
通

学
圏

内
で

あ
る

事
を

説
明

し
た

。

訪
問

日

チ
ラ

シ
配

布
数

2
4
1
0
枚

特
記

事
項

区
分

在
校

生
・

出
身

者
数

全
校

生
徒

3
年

生

生
徒

数
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【
R

0
6
年

度
 垂

水
高

校
支

援
対

策
に

関
す

る
周

知
活

動
】

9
高

山
中

学
校

0
9
9
4
-6

5
-2

5
7
1

1
0

1
普

通
1

生
活

0
2
5
0

7
3

7
月

3
日

9
0

校
長

,教
頭

　
　

　
課

長
、

課
長

補
佐

兼
係

長

希
望

校
を

集
計

中
だ

が
、

私
立

と
公

立
半

々
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
と

の
事

。

以
前

、
垂

水
高

校
に

入
学

し
生

徒
会

長
に

な
っ

た
生

徒
が

い
た

。

卒
業

生
が

無
遅

刻
・

無
欠

席
で

頑
張

っ
て

い
る

事
を

伝
え

る
と

、
垂

水
高

校
に

行
か

せ
て

良
か

っ
た

と
喜

ん
で

い
ら

っ
し

ゃ
っ

た
。

1
0

上
小

原
中

学
校

0
9
9
4
-6

3
-2

0
8
0

0
1

1
普

通
0

生
活

1
1
1
0

2
9

7
月

3
日

5
0

教
頭

　
　

　
課

長
、

課
長

補
佐

兼
係

長

希
望

高
校

は
集

計
中

卒
業

生
の

状
況

を
伝

え
、

今
後

三
者

面
談

を
行

う
の

で
、

生
徒

に
垂

水
高

校
の

支
援

策
、

取
り

組
み

を
情

報
提

供
す

る
と

の
事

。

1
1

高
隅

中
学

校

0
9
9
4
-4

5
-2

0
1
5

1
0

1
3
2

1
1

7
月

3
日

5
0

校
長

　
　

　
課

長
、

課
長

補
佐

兼
係

長

7
/1

2
P

T
A

総
会

で
配

布
す

る
と

の
事

。

高
隅

中
校

区
か

ら
は

、
ど

の
高

校
に

行
く

の
も

遠
い

。

し
か

し
、

大
き

い
学

校
に

行
く

の
を

嫌
が

る
生

徒
な

ど
も

い
る

の
で

、
選

択
肢

の
ひ

と
つ

で
は

あ
る

と
の

事

1
2

東
桜

島
中

学
校

0
9
9
-2

2
1
-2

3
3
1

1
0

1
1
9

6
7
月

4
日

3
0

校
長

　
　

　
課

長
、

課
長

補
佐

兼
係

長

進
学

先
に

つ
い

て
は

、
み

ん
な

迷
っ

て
い

る
。

通
学

に
つ

い
て

は
交

通
問

題
が

あ
る

。

少
人

数
は

魅
力

的
。

市
以

上
に

高
校

自
体

も
生

徒
確

保
に

頑
張

る
べ

き
。

1
3

吉
野

東
中

学
校

0
9
9
-2

4
3
-7

6
0
0

0
2

2
普

通
0

生
活

1
5
2
9

1
7
4

7
月

4
日

1
9
0

教
頭

　
　

　
課

長
、

課
長

補
佐

兼
係

長

希
望

高
校

は
集

計
中

通
学

は
難

し
い

。

卒
業

生
が

学
習

に
意

欲
的

に
取

り
組

ん
で

い
る

事
を

伝
え

る
と

喜
ん

で
い

ら
っ

し
ゃ

っ
た

。

1
4

天
保

山
中

学
校

0
9
9
-2

5
3
-9

0
7
0

0
0

0
3
9
6

1
3
6

7
月

4
日

1
5
0

校
長

　
　

　
課

長
、

課
長

補
佐

兼
係

長

校
長

は
R

5
年

3
月

ま
で

学
校

教
育

課
長

だ
っ

た
こ

と
か

ら
状

況
や

取
り

組
み

等
は

理

解
ず

み
で

、
引

き
続

き
協

力
を

お
願

い
し

た
。

希
望

高
校

は
集

計
中

と
の

事
。

私
立

へ
の

進
学

希
望

が
多

い
傾

向
が

あ
る

。

1
5

鴨
池

中
学

校

0
9
9
-2

5
3
-9

6
0
0

0
0

0
4
7
4

1
6
7

7
月

4
日

1
8
0

３
年

進
路

担
当

　
　

課
長

、
課

長
補

佐
兼

係
長

希
望

高
校

は
集

計
中

と
の

事
。

こ
こ

数
年

、
私

立
を

希
望

す
る

生
徒

が
増

え
て

い
る

。

生
徒

へ
の

支
援

策
等

の
情

報
提

供
の

お
願

い
を

し
た

。
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【
R

0
6
年

度
 垂

水
高

校
支

援
対

策
に

関
す

る
周

知
活

動
】

1
6

紫
原

中
学

校

0
9
9
-2

5
7
-4

5
5
4

0
0

0
7
1
6

2
5
8

7
月

4
日

2
8
0

校
長

　
　

　
課

長
、

課
長

補
佐

兼
係

長

今
の

と
こ

ろ
垂

水
高

校
を

希
望

生
徒

の
情

報
は

な
い

。

垂
水

へ
の

通
学

は
遠

い
イ

メ
ー

ジ
あ

り
、

通
学

は
難

し
い

の
で

は
な

い
か

？
寮

が

あ
っ

た
ら

希
望

者
が

あ
る

と
思

う
と

の
事

。

開
陽

高
校

や
錦

江
湾

、
伊

集
院

、
串

木
野

、
山

川
、

出
水

等
へ

通
学

し
て

お
り

、
そ

ち
ら

へ
の

希
望

が
多

い
と

の
事

。

1
7

桜
島

中
学

校

0
9
9
-2

9
3
-2

0
1
4

0
1

1
3
9

1
2

7
月

4
日

5
0

校
長

　
　

　
課

長
、

課
長

補
佐

兼
係

長

希
望

高
校

は
集

計
中

だ
が

、
感

触
と

し
て

は
、

鹿
児

島
市

内
を

目
指

し
て

い
る

生
徒

が
多

い
と

の
事

。

小
規

模
校

が
望

ま
し

い
と

考
え

て
い

る
生

徒
及

び
保

護
者

も
い

る
の

で
、

情
報

提
供

を
行

う
と

の
事

。
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0
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イ
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0
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3
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3

1
3
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7

3
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8
1

6
1
1

1
7
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5

4
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計
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1
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6
9
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7

1
3
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1
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3
3

4
7

5
8

8
1

1
3
9

2
5

1
7

4
2

5
9

6
2

1
2
1
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0

1
5

2
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4
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6
0
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中
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業
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9
9
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5

1
1
1
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内
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計
市

内
市
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合
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市
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市
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計
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計
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1
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1
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ザ

イ
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2
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8
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0
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2
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6

4
3

3
3
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6
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中
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中

卒
業
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8
3

9
7

9
2
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6
.7

%
)

(1
8
.1

%
)

(1
6
.5

%
)

(1
6
.3

%
)

(2
1
.7

%
)

(2
0
.2

%
)

在
校

生
(入

学
者

含
)

在
校

生
(入

学
者

含
)

(2
0
.3

%
)

(2
2
.9

%
)

(2
1
.2

%
)

(1
6
.5

%
)

(2
2
.5

%
)

(1
0
.4

%
)

入
学

者

入
学

者

R
0
6

県
立

垂
水

高
等

学
校

の
生

徒
数

推
移

（
4
月

1
日

基
準

）

在
校

生
(入

学
者

含
)

在
校

生
(入

学
者

含
)
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校

生
(入
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者

含
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含
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R
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生
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者

含
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入
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者

H
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R
0
1

入
学

者

※
R

6
 募

集
定

員
　

普
通

4
0
　

生
活

4
0
　

計
8
0

R
0
6
.0

4
.0

1
現

在

在
校

生
(入

学
者

含
)

在
校

生
(入

学
者

含
)

入
学

者
入

学
者

入
学

者

R
0
2
 ※

私
立

高
校

授
業

料
無

償
化

開
始

H
2
8

H
2
7
 ※

東
進

ハ
イ

ス
ク

ー
ル

開
始

H
2
6

入
学

者
入

学
者

入
学

者

入
学

者
在

校
生

(入
学

者
含

)
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垂水高校生の中央中スクールバス利用について 

 

【経緯】 

先般の労働基準法改正により、路線バスのダイヤ改正による減便が行われた

ため、牛根地区からの通学生が、部活動等を行った場合、帰宅時間に交通手段が

確保出来ないとの課題が発生していた。 

 そのため、垂水高校から「現在、中央中学校生の登下校に利用しているスクー

ルバスに同乗出来ないか？」との相談があったため、鹿児島陸運支局、並びに牛

根方面のスクールバス運行業務を委託している鹿児島交通と相談・協議を行っ

たところ、運行区間やスケジュールに変更がなければ、同乗させることは問題な

いとの事であった。 

 

【対応案】 

牛根方面からの通学生について、２学期から中央中スクールバスへ同乗させ

たいと考える。 
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鹿児島県立垂水高等学校振興対策協議会会則 

（名称） 

第１条 本会は、「鹿児島県立垂水高等学校振興対策協議会」と称し、事務局を垂水市教育委員会内

におく。 

（目的） 

第２条 本会は、「地域の活性化は教育にあり」という信念に基づいて、市民が安心して暮らせる教

育環境を整えるとともに、鹿児島県立垂水高等学校（以下「垂高」という。）の存続及び振興・発

展を支援することを目的とする。 

（事業） 

第３条 本会は、前条の目的を達成するため次の事業を行う。 

(1)  会員相互の連絡提携 

(2)  垂高の振興支援に関する事項 

(3) 垂高の地域と連携した教育活動の推進 

(4) その他必要な事項 

（会員） 

第４条 本会の構成員は、別表に記載した団体の長又は代表者をもって組織する。 

（役員） 

第５条 本会に次の役員を置く。 

（１）会長１名 （２）副会長２名 （３）書記・会計１名 （４）監事２名 

（役員選出） 

第６条 役員は、構成員の中から互選する。 

 （任期） 

第７条 任期は１年とする。ただし、再任は妨げない。 

（補助金管理者） 

第８条 本協議会会員である垂高校長は、鹿児島県立垂水高等学校生徒通学費等補助金交付要綱に

定められた、鹿児島県立垂水高等学校生徒通学費等補助金の申請、請求、支給及び実績報告等を

行い、支給された当該補助金を管理する。 

（会議） 

第９条 本会に次の会を置く。 

(1) 総会 

(2) 役員会 

（総会） 

第１０条 総会は、年１回以上開催するものとする。 

（役員会） 

第１１条 役員会は、必要に応じて会長が招集し、これを主宰する。 

（経費） 

第１２条 本会の運営経費は、市補助金及びその他寄付金等をもってこれに充てる。 

（会計年度） 

第１３条 本会の会計年度は、毎年４月１日から始まり翌年３月３１日に終わる。 

附則 

この会則は、平成９年５月２８日から施行する。 
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 附則（平成１１年１０月４日改正） 

この附則は、平成１１年１１月１日から施行する。 

 附則（平成１５年８月１１日改正） 

この附則は、平成１５年９月１日から施行する。 

 附則（平成２０年６月２３日改正） 

この附則は、平成２０年７月１日から施行する。 

附則（平成２２年６月２９日改正） 

この附則は、平成２２年６月２７日から施行する。 

 附則（平成２４年５月２１日改正） 

この附則は、平成２４年６月１日から施行する。 

附則（平成２５年３月２８日改正） 

この附則は、平成２５年４月１日から施行する。 

附則（平成２７年４月１日改正） 

この附則は、平成２７年４月１日から施行する。 

附則（平成２８年１１月７日改正） 

この附則は、平成２８年１１月７日から施行する。 

附則（令和５年３月１７日改正） 

この附則は、令和５年４月１日から施行する。 

別表 

鹿児島県立垂水高等学校振興対策協議会会員 

会員番号 所     属 

１ 垂水市長 

２ 県議会議員（鹿屋市・垂水市区選出） 

３ 市議会総務文教委員長 

４ 市教育委員 

５ 市教育長 

６ 市教育委員会学校教育課長 

７ 市教育委員会学校教育課指導主事（進路指導担当） 

８ 市企画政策課長 

９ 垂水中央中学校ＰＴＡ会長 

１０ 垂水高校ＰＴＡ会長 

１１ 垂水高校同窓会会長 

１２ 市小学校校長代表 

１３ 垂水中央中学校校長 

１４ 市文化協会会長 

１５ 市振興会連絡協議会会長 

１６ 市公民館連絡協議会会長 

１７ 市商工会会長 

１８ 垂水高校校長 

事務局 市教育委員会教育総務課 
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